




　『源氏物語』巻八「花宴」は、光源氏二十歳の春を描いた巻である。直前の「紅葉賀」巻と春秋の対照性が明確なため、両巻の構成と展開が論じられてきた。大きな対照性が認められることについて異論の余地はない。しかしその対照性を支えている場面ごとの細かな本文表現の対比や、プロット相互の関連性、また登場人物たち心情表現とその展開の有り様については、さらなる考察 待たれている。 『源氏物語』を長編物語として展開させるメカニズムの解明に直結するからである。 「紅葉賀」巻で光源氏が清涼殿 試楽や朱雀院で披露した渾身の舞姿は、人々の記憶に残る感動的 光景であった。 「花宴」巻では群臣の居並ぶ前で春宮が光源氏に挿頭の花を下賜して春鴬囀を舞うよう命じ やむなく応じた 見事な舞姿を見て、舅の左大臣は「恨めしさ」も忘れて涙を流すが、こ
「恨めしさ」とは何を対象としたものか。当該場面の構成と物語展開の視点から源氏古注も含めた先行説を検証し、新しい解釈を提示










































































































































聞こえる中で、楽人たちが春鴬囀を舞い、皆が一昨年秋に「紅葉賀」で光源氏が舞った青海波を思い起こしているタイミングで、春宮が異母弟の光源氏に対し、挿頭 花を下賜 春鴬囀を舞うことを切に要請した である。 『源氏物語』において春宮は大らかな性格として描かれ、光源氏と二人だけで対面する時はいつも二心なく会話しており、光源氏もそれは理解していることが繰り返し記される。この場面でも 春宮は政治的意図など思 も寄らず、ただ単にその場に同席していた者たちの共通の思いを代表する形で、光源氏に春鴬囀を舞うようにと何度も要請した だろう。　
しかし人のふるまいは、その立場によってその言動に想定外の別




します、かかる方にやむごとなき人多くものし給ふころなるに、恥づかしく、はるばると曇 なき庭に立ち出づるほどはしたなくて、や き事なれど苦しげな 年老いたる博士どもの、なりあやしくやつれて、例馴 るもあはれに、さまざま御覧ずる む、をかし け 。
　
この部分は前掲の〈資料一〉の直前にあるもので、紫宸殿（南
























尽くして光源氏を歓待するにも関わらず、新婚当初から「絶え絶えにまかで給へ」と左大臣邸への足は遠のいていた。この状態は結婚して七年を経過しても変わることはなく、 「紅葉賀」巻の半ばで光源氏が元日に内裏から左大臣邸の葵の上を訪れた場面描写においても「例の、うるはしうよそほしき御さまにて、心うつくしき御気色もなく苦しければ」 「御心の隔てどもなるべし」と描写され 葵の上の取り澄ま て打ち解けるそぶりのない様子に、両者の心の溝が明らかに示されている。　
桐壺帝の同母妹である大宮と左大臣との間に生まれた葵の上は、
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考察すると、ここでも「左大臣家の面目」が鍵となって展開していることが明らかになった。 〈資料一〉で描かれた「左大臣、恨めさも忘れて、涙落とし給ふ」における左大臣の「恨め さ」の対象とは、室町時代中期に宗祇の源氏学が指摘 て以来、こ 源氏古注が現在まで継承されてきたような愛娘の葵の上につれない に対するものではなく、居並ぶ群臣たちの面前で光源氏に春鴬囀を舞うことを執拗に命じ、拒むことができずに一さし舞わせた右大臣家
一九
古　　瀨　　雅　　義
給ふ。 「ここらの齢にて、明王の御代、四代をなむ見侍りぬれど、この度の様に文ども警策に 舞、楽、物の音ども調ほりて、齢延ぶる事なむ侍 ざりつる。道々 物の上手 多かるころほひ、くはしうしろしめし調へさせ給へるけなり。翁 ほとほと舞ひ出でぬべき心地なむ 侍りし
」と聞こえ給へば、
「ことに調へ行ふ事も侍らず。ただ公事にそしうなる物の師どもを、ここかしこに尋ね侍りし り。よろづの事よりは、柳花苑、まことに後代の例ともなりぬべく見給へ に、ましてさかゆく春に立ち出でさせ給へらましかば、世の面目にや侍らし」と聞こえ給ふ。弁、中将など参りあひて、高欄 背中押しつつとりどりに物の音ども調べあはせて遊び給ふ いとおろし。
　
せっかく訪れても葵の上は相変わらず光源氏に打ち解けてくれな
いが、舅の左大臣は過日の桜の花の宴のことを話題にして、四代もの帝たちに仕え、今年五十四歳になる自分 経験 振り返っ みても例 ないあの日の盛儀の見事さを語り、光源氏の準備を褒め、この翁 舞い出しそうになるほどだった、と感動を伝えている。　
これに対して光源氏は「自分の役目として準備を調えたまで」と
謙遜の言葉を述べたあと 左大臣家の嫡子頭中将が柳花苑を見事に舞い、帝から褒美の御衣を下賜されたこと 後代 例となること必定で、もし左大臣も舞い出て たら大いに面目となったこ でしょうと左大臣家を言祝いでいる。　
左大臣がこれほど印象深く感動しているのは、右大臣家に押され

























































































































































短期大学図書館蔵稲賀文庫本（ 『源氏物語抄』三と題する江戸初期の橫本二〇冊の書写本で 末に「永禄七年五廿五朝天終功了」の紹巴の奥書を有し、猪苗代兼如所持本の形態を伝える） 、及び中野幸一氏編『源氏物語古注釈叢刊』第三巻（武蔵野書院
　
平成十七年刊）による。
⒇
　
九条稙通の『孟津抄』は、野村精一氏編『源氏物語古注集成』第四巻
（桜楓社
　
昭和五六年刊）による。

　
中院通勝の『岷江入楚』は、中 幸一氏編『源氏物語古注釈叢刊』第
六巻（武蔵野書院
　
昭和五九年刊）による。

　
北村季吟の『源氏物語湖月抄 三谷栄 増補の『増注源氏物語
湖月抄』 （名著普及会
　
昭和五七年増補版第二刷）による。
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